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常磐海域におけるマアナゴについて
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まえがき

マアナゴCongermyriaster (Brevoort)は、我が国でごく普通にみられ、北海道以南の日本各地の

沿岸、朝鮮半島、南西諸島にまで広く分布する 1)。

福島県において本種は、底びき網漁業、どう漁業、かご漁業等により漁獲され、その水揚量、

水揚金額は大きく、沿岸漁業に占める産業的ウエイトは高い。

また、本種のレプトケフアノレス幼生(以下ノレソレとする。)は、漁業者等の間ではノレソレ

あるいはペロベロと呼ばれているが、近年このノレソレが選択的に漁獲され、このノレソレの漁

獲が、本種の資源としての減少に影響を与えるのではという意見が開かれるようになっている。

しかし、本種の生態及び漁業実態については、不明な点が多く、資源、の合理的な利用方法につ

いて検討するための材料が不足している。本報告ではこれらの材料となる本種の成長・成熟等の

生態的知見の収集を行うとともに、漁業実態を把握することを目的に、 1999年'"'-'2001年にかけて

行った調査の結果を報告する。

材料および方法

常磐海域における水揚量の動向に関する調査

1980年'"'-'2000年までの福島県におけるマアナゴの漁業種類別水揚量とノレソレの水揚量の推移

について、福島県海面漁業漁獲高統計及び関係する漁業協同組合の資料により整理した。また19.90

年'"'-'2000年までの宮城県、福島県及ひe茨城県のマアナゴとノレソレの水揚量を、宮城県水産研究

開発センター、茨城県水産試験場の資料を元に整理した。

常磐海域に出現するノレソレに関する調査

ノレソレの来遊時期及び変態過程を明らかにするため、 2001年2月'"'-'6月にかけて福島県海域で

漁獲された個体をアルコール固定後に全長 (TL)、全筋節数(TM)、H工門前筋節数(PAM)を

測定した。

常磐海域におけるマアナゴに関する調査

1. 全長組成及びAge-Length-Key 松川浦漁港に沖合底びき網漁業及びかご漁業により水揚げ
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された漁獲物について、全長組成を測定するとともに、耳石を2000Cで数分間加熱後、樹脂に包埋

後、 3mm厚の切片とし、蛍光顕微鏡WBVフィルターで検鏡することにより、年齢査定を行い、

4半期別のAge-Length-Keyを作成した。

2. 常磐海域における成熟に関する調査松川浦漁港に沖合底びき網漁業及びかご漁業により

水揚げされた漁獲物について、全長階級別 (10cm間隔).の性比を整理した。また、生殖腺の肉眼

観察と組織学的観察を行うとともに、 10cm階級毎のGS 1 (生殖腺重量/体重x100)の季節的推

移を調べた。

3. 常磐海域における分布並びに移動に関する調査底びき網漁船の標本船から求めたCPU

E (kg/h)を緯度経度5分メッシュに整理するとともに、東北水研で発行している100m深水温

図と照らし合わせ、分布・移動を検討した。

果

常磐海域における水揚量の動向に関する調査

図1に福島県におけるマアナゴの漁業種類別の水揚量とノレソレの水揚量の推移を示す。福島

県においては、マアナゴは底びき網漁業及びかご・どう漁業によってそのほとんどが漁獲される。

水揚量は1981年には、 969tを記録したが、その後減少し1986年には328tにまで落ち込んだ。そ

の後増加傾向に転じ、 1990年には960tの水揚量を記録した。それ以降1994年まで再び減少傾向に

転じ、 1993年には547tの水揚量であった。それ以降また増加傾向に転じ、 1995年には904tを記

録したが、その後また減少傾向に転じ、 2000年には386tにまで低下した。この水揚量の推移の傾

向は、底びき網漁業及びかご・1 どう漁業どちらにも共通した傾向である。

一方、ノレソレは1990年頃より選択的な漁獲すなわちYレソレを操業の対象とした機船船びき

網漁業による操業が開始されたようであるが、水揚げ資料として確認できる漁協は少ない。相馬

地区では、資源管理的思想から1993年以降操業を自粛している。一方、他の地域では1990年以降

操業が行われている。機船船びき網漁業は、オキアミやサヨリも操業の対象とするため、これら

の漁模様次第でノレソレの水揚量も変化するという特性を持つ。ここで記載したノレソレの水揚

量は全体を把握したものではなく、しかも他魚種の漁模様に左右されるため、ノレソレの来遊量

水準を示すものではない。福島県においては、 1990年以降にノレソレの選択的漁獲が開始され、

近年では数トン程度の水揚量があり、しかも増加傾向にある。

図2に宮城県、福島県及び茨城県3県合計のマアナゴ及びノレソレの水揚量を示す。マアナゴ

については、宮城県の水揚量は表浜漁港と石巻漁港の水揚量を合計したものであり、福島県と茨

城県は県全体の水揚量である。また、ノレソレについては宮城県では操業を自粛しているため、

福島県と茨城県の合計値である。
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3県合計のマアナゴの水揚量は、福島県における水揚量の推移と同様り傾向宕示し、 1986年か

ら1990年まで増加し、その後1992年まで減少し、 1993年から1995年ま夕、再び増加したが、その後

再び減少し、 2000年には773tを記録している。一方、ノレソレの水揚量は、 1993年以降急激に増

加し、近年では20""'-'30tを記録している。

常磐海域に出現するノレソレ調査

表 1に、 2001年2月""'-'6月にかけて、福島県海域で採集されたノレソレの全長測定結果及びPA

MX100/TMの測定結果を示す。サンフ。ノレは、機船船びき網漁業及び水工研H型ソリネットによ

り漁獲されたものである。また、図 3に同じサンプルに基づくノレソレの全長組成の推移を示す。

全長組成の推移をみてみると、 2月上旬には全長範囲80""'-'120阻、モードが100mm程度であるが 4月

上旬には全長範囲75""'-'105mm、モード85mmとなり、全体的に小型化してし、く傾向がある。しかし、

5月中旬には、全長範囲85""'-'120剛、モード100mm程度となり、逆に全体的に大型化していく。

一方、 PAMX100/TMの値は、 2""'-'4月中旬までは70を下回る個体は見られなかったものの、

4月中下旬には36""'-'70といった低い値を示す個体が出現していた。さらに、 5月中旬には平均値

で45程度まで低下していた。

表i福島県におけるノレソレの全長組成およびPAM/閣の測定結果

漁護年月日

水揚漁港

漁獲区分本

2001/2/7 2001/2/19 2001/2/21 2001/2/21 2001/2/22 2001/3/15 2001/3/26 2001/抑制1/4/122001/4/18 2001/4/26捌1/5/102001/5/15 2001/5/15 
務多滅 大浜 第多浦大浜15m 大浜7m

泊之内 (調査) 久之浜 沼之内 請戸 請戸 相馬原釜相馬原釜 磯部 (調査) 相馬原釜 (調査) (調査) (調査)

選択的漁獲混獲 混護選択的漁獲混獲 混獲 混獲 混獲 混獲 混獲 混獲 混獲 混獲 混獲

N 150 50 83 64 100 lω 100 29 100 

最小値 81 85 107 93 95 85 82 77 75 83 92 84 77 92 
全長(阻) 最大匝 124 110 120 116 114 111 107 103 122 86 105 122 

平均笹 102.67 97.33 105.62 100目78 96.14 92.62 92.ω 95.67 106.56 85.∞ 94.93 105.86 

標準備差 7.89 9.27 6.96 5.80 6.34 7.45 7.19 7.31 8.32 1. 41 6.ω 7.57 

N 50 50 30 30 30 20 20 10 20 

最小値 79.02 82.27 79.72 80.00 85.11 79.17 79.86 79.58 80.28 36.81 69.72 32.87 36.55 32.41 

PAM!TM 最大値 85.71 83.92 85.00 85.21 85.∞ 85.82 85.31 80.42 85.11 33.10 78.47 67.83 

平均値 82.76 83.22 82.56 82.83 83.08 83.33 83.∞ 51. 06 82.06 32.98 59.09 45.92 

標準偏差 1.39 0.65 1. 32 1. 28 1.31 1. 24 1.14 15.54 3.15 0.16 14.95 9.48 

申 混獲:船びき網あるいはソリネットへの混獲

選択的漁獲:船びき絡により選択的に漁獲

頻度(0/0) 

80 90 100 110 120 130 
全長(mrn)

図 3 福島県海域におけるノレソレの全長組成の推移
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すなわち、 2月に福島県海域へ来遊したノレソレは、成長の過程で4月上旬までには全長が退

縮していき、 4月中旬には、変態期に入っている個体が生息していたことが示唆され、 5月中旬

にはほぼ変態を完了し、着底生活へ移行するものと考えられた。

Age-Length-Keyおよび全長組成

表2-1、表 2-2、表 2-3、表 2-4にAge-Length-Keyを示す。なお、年齢の起算日はTanaka

et al.， 19872)、Mochiokaet al.， 19983
)を参考に12月1日とした。

1'"'-'3月においては全長35'"'-'110cmにわたるサンプルによりAge-Length-Keyを作成したが、 1歳

魚の出現は僅かで、あった。 2歳魚は全長35'"'-'70cmの範囲にあるが主体になるのは全長40'"'-'60cmの

もので、あった。 3歳魚は全長45'"'-'70cmの範囲にあるが主体になるのは全長50'"'-'65 cmのものであっ

た。 4歳魚は全長範囲50'"'-'105cmとかなりの幅を持ち、ぱらつきが大きくなる。 5歳魚は全長範囲

55'"'-'110cm以上の範囲にあり。 4歳魚と同様にばらつきが大きかった。

4'"'-'6月においては全長35'"'-'110cmにわたるサンプルによりAge-Length-Keyを作成したが、前期

と同様に 1歳魚の出現は非常に少なかった。 2歳魚は全長35'"'-'70cmの範囲にあるが主体は全長40

'"'-'55cmのもであった。 3歳魚は全長35'"'-'80cmの範囲にあるが主体となるのは50'"'-'70cmのものであ

った。 4歳魚は全長50'"'-'85 cmの範囲にあるが主体となるのは55'"'-'80cmのものであった

7'"'-'9月においては全長30.-...，80cmにわたるサンプルで、Age-Length-Keyを作成した。この時期に

なると全長範囲30.-...，50cmの1歳魚が出現し始める。 2歳魚は全長範囲35.-...，80cmとなり、前期に比

べてばらつきが大きくなるが、主体となるのは40.-...，60cmのものである。 3歳魚は全長範囲50.-...，70

cmの範囲に、 4歳魚は55'"'-'80cmの範囲にあった。

10'"'-'12月においては全長25.-...，110cmにわたるサンプルによりAge-Length-Keyを作成した。前期に

引き続き 1歳魚の出現が顕著であり、その全長範囲は25.-...，60cmにわたる。またその主体は30.-...，55

cmのものであった。 2歳魚は全長範囲35.-...，80cmでありその主体は45'"'-'70cmで、あった。 3歳魚は全

長範囲40'"'-'105cmの範囲にあり、その主体は60'"'-'85cmで、あった。 4歳魚は全長範囲55'"'-'95cmの範囲

にあり、その主体は60.-...，85cmであった。

すなわち、常磐海域においては、夏秋季に 1歳魚が全長30'"'-'55cmとなり、漁獲の対象となり出

し、翌年の 7'"'-'9月には全長35'"'-'80cm、さらにその翌年の 7'"'-'9月には50'"'-'80cm程度までに成長

するということが推察された。

なお、今回観察された最高齢個体は13歳で、あった。
表2-1 常撃海域におけるマ7ナゴのAge-Length-Key(1 N 3月) (上段:実数下段:顔度)

年酎/室長(刷局ON1抑制寸抑制N抑制吋柑 450叫閣抑制抑制N599側N6496iO叶抑 l仰N7497純N799鵬吋伺おON8999切サ相側N抑制勾10491脚Nl切れ1∞目上 計
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図4に、松川浦漁港に水揚げされたマアナゴ、の全長組成の推移を示す。 1998年11月に全長40CDl

前後の 1歳魚と考えられる群と全長40'"'-'60CDl及の 2、3歳魚と考えられる群が認められたが、こ

の2群は翌1999年 6月までにかけて成長していく傾向が認められる。 1999年9月には再び全長30

'"'-'40CDlの 1歳魚と考えられるものが加入しているのが読みとれる。

すなわち、常磐海域においては、夏~秋季に漁獲加入した 1歳魚と、

をなすことが推察される。

3歳魚が漁獲の主体2、
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図5に、常磐海域におけるマアナゴの全長と体重の関係を示す。全長と体重の関係は次式によ

り示される。

W=3.0X10一7XTL3・2718 (W:体重 (g)， TL:全長(阻)) 

R 2 =0.9889 

8000 

7000 
.. 

6000 

bo 5000 
、、./
酬 4000

投 3000

2000 

1000 。。 500 1000 1500 

全長(mm)

図5 マアナゴの全長と体重の関係

常磐海域における成熟に関する調査

表3に常磐海域におけるマアナゴ、の全長階級別の雌雄別個体数を示す。今回の調査では1，042個体に

ついて観察を行ったが、そのほとんどは雌であり、雄は全長40"'50cmの2個体が観察されたのみであ

った。つまり、常磐海域において雄はほとんど分布しないという結果が得られた。

表3常語海域におけるマアナゴの全長階級~IIの姫糊11自体数

性問/全長(冊目) "'299 
300'" 400'" 500'" 600'" 700'" 800'" 900'" 1000'" 

計
399 499 599 699 799 899 999 . Y1O99 1100'" 

雄

睡 14 322 334 113 93 46 62 28 11 17 1040 
計 14 322 336 113 93 46 62 28 11 17 1042 

図6にマアナゴ(雌)の全長階級別 (10cm毎)平均GSIの季節推移を示す。全長60cm以下の

ものではGSIの季節的な変動は認められないが、全長60cmを超えると、 1月'"'-'5月にかけて、

GSIが増加する傾向が認められ、 GSIの高い個体では、 8%を超えるものも観察された。

表4に常磐海域で採集されたマアナゴの雌の成熟状況を示す。常磐海域では、雌はGS Iが8%

を超えるものも観察されるが、組織学的に観察すると、第2次卵黄球期まで成熟しているものも

あるが、そのほとんどは第 1次卵黄球期までであり、成熟に達しているような個体は観察されな

かった。

以上をまとめると、常磐海域においては雄はほとんど分布しないが、雌のうち全長60cm以上の

ものでは、 GSIの季節的変化が認められ、 1月'"'-'5月にかけてGSIが高くなり、 8%を超え

る個体も観察される。しかし、その生殖腺の発達状況は、ほとんどが第 1次卵黄球期までであり、

成熟した個体は認められなかった。なお、本研究で観察されたGSIの最大値は8.91で、第2次

卵黄球期まで発達していた。
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劉常磐毎設計来集されたマアナゴの拙刀成熟民兄

No 潮蔓年月日
B隣切成鱒蝿 胴歪(μ叫:

降長側 体重(。 量生繭(g腫) 
GSI 

染色f二掠周辺{二持 活時期 I第 1糊玖務事 I 耳~2糊次開買
鰭麹(平幼) 例)

1 12(XX)年12月21日 。 1時 100(166.η 1，332 7，反lO ぼlO.O 8.∞ 
2 2(XX)年12Jl21日 。 70-00 06.ω 1，025 2，500 98.9 3.96 
3 2001年1月31日 。 ωー110(98.0) 1，240 5α氾 115.5 2.29 
4 2001年1月31日 。 220-240仰 .ω 942 1，鉛3 65.5 3.94 
5 2001年1月31日 。。310-300 (絞め 怒ぬ 1，417 1α1.3 7.64 
6 12001桐月31日 。 笈犯ト却(302.5) 1， (四 2，295 165.0 7.19 
7 12001弔月6日 。 1佐 130(116.7) 1，150 5， f削 お3.0 4.52 
8 12001弔月8日 。 200-320(:湖 .0) 923 2，226 176.6 7.93 
9 加 1弔月8日 。 2存期(288.3) 怒00 1，541 1∞.5 6.52 
10 2001弔月8日 。 袋お』却(獅.ω 873 1，242 79.2 6.38 
11 2001王将月28日 。 2件 310C却 .ω 7rA 847 関.0 6.96 
12 200143月m日 。 割ト240(246.7) 叙:0 1，057 67.8 6.41 
13 200143月27日 。。 130-170(1印.ω 1，300 7，4∞ 541.4 7.32 
14 2001主将月27日 。 70-110(92.5) 1，205 4，2∞ 219.2 5.22 
15 200143月27日 。 船-85σ6.3) 1， (肪 2，600 92.9 3.57 
16 加 1割月8日 。 1佐 105(101.η 1， (問 3，1∞ 151.7 4.鈎

17 2001例月10日 。 割>-245(221.乃 1，340 7，1∞ 446.8 6.29 
18 耳目1柄月18日 。 件 1∞(96.乃 1， ~肪 5， !KXl 415.9 7.05 
19 2001塙月10日 。 220-250仰 .ω 1，475 10，600 782.7 7.38 
20 2OO1i手5J'l10日 。 1昨 110(1ω.3) 1，lrA 4，f削 305.2 6.ω 
21 2001箭月24日 。 2時制α76.刀 1，430 8，f削 568.4 6.61 
22 笈沿1茸弔月7日 。 240-29Q (256.万 1，300 6，000 441.4 7.36 
23 2001塙月7日 。。200-370 (340. 0) 1，300 7，4∞ 659.5 8.91 
24 2001王手6月12日 。 230-270 (部.7) 1，630 13，1∞ 1ω3.4 7.96 
25 2001稿用21日 。 115-130(121.η 1，300 5，000 230.3 4.61 
26 
27 参考:東沖?毎ぼ間年8月25日) 。395-420 (413. 0) 927 9.2 

常磐海域における分布並びに移動に関する調査

図 7-1に1999年における常磐海域での底びき網漁船によるマアナゴ、の緯度経度 2分メッシ

ュ毎に求めたCPUE(kg/曳網時間)の分布、及ひ令100m深水温の分布を示す。また、図 7-2

に2000年における常磐海域での底びき網漁船によるマアナゴの緯度経度 2分メッシュ毎に求めた

(kg/曳網時間)の分布、及び100m深水温の分布を示す。なお、 100m、深水温の分布は独

立行政法人水産総合研究センター東北区水産研究所で発行しているものを用いた。

100m 深水温は、季節的に変化し、相対的に温度の高い水は常磐南部海域に出現することが多

いが、 1999年11月から1991年12月にかけては、 16
0

Cより高い水が金華山付近の海域まで、覆ってい

た。また、 1年を通して最も水温の低い時期は、両年とも 2月"'-'5月であった。 1999年において

は、北緯37
0

以北で 8"'-'10
0
Cの水が観測されており、 2000年においては、 8

0
Cより低い水が 3月

から 4月にかけて北緯37
0

10' 以北の海域に分布しており、 5月には常磐海域全体が 8
0

Cより低
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い状態であった。

マアナゴの漁場は、大陸棚の水深30""'-'300mにかけて形成されている。分布のパターンは両年

とも似ており、しかも顕著な季節的な変化はなく、水深100m付近に高いCPUEの値が観察され

た。

北京牟37
0

30' 以北のCPUEの値は、

値は 0に近いものとなっていた。一方、

ては相対的に安定していた。

水温の分布と CPUEの分布を元に考えると、常磐北部海域では、 100m深水温が10
0Cより低

くなると CPUEの値は2より低くなるが、常磐南部海域では100m深水温が10
0C以下でもCPU

Eは5程度であった。

吊 ?!!:jlJJJJJj

季節的に変化が大きく、 2月から 5月にかけては、その

北緯37
0

30'以南のCPUEは1999年から2000年にかけ

1999年4月
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2000年 6月

2000年 10月

。漁綾なし

・ O~O.5

• O.5~1 

・ 1~2

• 2~5 

• 5~10 

• 10~20 

• 20~ 

l 時間当たりの漁獲量

(kg/時開!皇制)

図7-2 2000年の常磐海域における底びき網漁船によるマアナゴの 2分メッシュ

のcP U E (kg/曳網時間)の分布、及び100m深水温の分布

(100m 水温図は東北区水産研究所発行のもの)

考 察

水揚量の推移と沿岸水温の変化の関係について

福島県におけるマアナゴ、の水揚は、主としてかご・どう漁業と底びき網漁業によってなされて

し、る。

かご・どう漁業においては、 1981年頃より従来のどう漁業より操作性がよく、効率的な漁具で

あるかご漁業が広く普及し出し、現在においてはかご漁業が主流となっている。一方、底びき網

漁業では1980年から1988年にかけて行われた小型底びき網漁業から沖合底びき網漁業への転換に
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伴い、操業海域が宮城県から千葉県に及ぶ常磐海域へ拡大した。これら、両漁業における質的・

量的な変化は一見、マアナゴの水揚量の増加をもたらすと思われる。じかし、両漁業によるマア

ナゴの水揚量の推移は同様の傾向を示し、 1981年の 1千 tから1987年の400tまで減少している。

すなわち、効率的な漁法への転換、操業海域の拡大は、単純に水揚量の増加には結びつかなかっ

た。

しかし、両漁業によるマアナゴの水揚量はその後1990年まで増加し、その後1993年ま?で減少、

その後1995年まで増加し、その後2001年まで減少しているという経過をたどっている。

図8に福島県沿岸(距岸30海里以内)の100m、深水温の平年偏差の推移、 2年後の福島県におけ

るマアナゴの水揚量の推移、及び当該年の福島県におけるマダコの水揚量の推移を示す。 1979年

には平年に比べて正偏差であった福島県の沿岸水温は、親潮系冷水の影響で1980年から負偏差基

調に転じ、 1981年から1987年までは平年より負偏差基調で推移した。特に1984年は「異常冷水J

と言われるほどの低水温が常磐海域を覆った年である。その後、 1988年から1990年までは平年並

~やや高め、 1991年から1993年まで平年よりやや低め~低め、 1994年'"199.7年までは平年並~や

や高め、 1998年がやや低め、 1999年が極めて高め、 2000年"'2002年までは平年並みで推移してい

る。

マアナゴの漁獲物の主体は 2、3歳魚であるので、沿岸水温の変化とマアナゴ水揚量の変化を

対応させるために、ここでは2年後のマアナゴの水揚量の推移と沿岸水温の変動を比較してみる。

1981年から1987年にかけてのマアナゴ、水揚量の減少する時期には、沿岸水温は負偏差基調で推移

している。また、 1988年から1990年まで、のマアナゴ、の水揚量が増加する時期には、沿岸水温は平

年並み~やや高めで推移している。その後の1993年までのマアナゴ水揚量が減少する時期には、

沿岸水温はやや低め~低めで推移している。さらに、その後1995年まで、のマアナゴ、水揚量が増加

する時期には、沿岸水温は平年並みんやや高めとなっており、その後の1998年までのその水揚量

が減少する同時期には沿岸水温は平年より低めで推移している。

ーーー水温5ヶ月移動平均
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福島県沿岸水温平年偏差の推移、 2年後福島マアナゴ
水揚量及び当該年マダコ水揚量の推移

国 8

つまり、沿岸水温が平年より高め基調の時期にはマアナゴの水揚最は増加する傾向にあり、逆

に沿岸水温が平年より低め基調の時期には、その水揚量は減少する傾向にある。すなわち、福島
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県へのマアナゴの水揚量を左右するひとつの要因として、!沿岸水温の高低が挙げられる。このこ

とは、分布並びに移動に関する調査で得られた結果すなわち100m深水温が10
0

Cより低い時期には、

CPUEの値が低くなることからも裏付け伝れる。

しかし、 1998年から1999年にかけて沿岸水温は平年より高めとなっているにもかかわらず、1999

年、 2000年の水揚量は増加することなく、むしろ減少している。これは前に述べた沿岸水温の変

化以外の要因を示唆するものである。参考として、マダコは暖水の影響の強い年つまり沿岸水温

の高い年に好漁の傾向が強い種とされている。このマダコの水揚量は、 1981年から1987年までは

低調に、 1988年から1991年は高調に、 1992年、 1993年は低調に、 1995年は高調に、 1998年は低調

に、 1999年、 2000年は高調に推移しており、沿岸水温の高低変化とうまく対応している。その変

化のパターンは1997年までは、マアナゴのそれと同じである。

つまり、マアナゴ、の1999年、 2000年の低調な水揚量の背景には、水温以外の要因が存在するこ

とを示唆するものである。その要因のひとつとして近年行われているノレソレの選択的漁獲が挙

げられる。

• 
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マアナゴ水掲量の関係(水温平年は5月移動平均の平均)

園9

図9に1978年'"'-'2000年の 2'"'-'4月の100m深水温平年差と 2年後のマアナゴ水揚量の関係を示

す。両者の関係を 1次回帰式で当てはめると、ノレソレの選択的漁獲が行われていなかった1990

年までは、相関係数がO.63という比較的高い値での相関が認められる。しかし、ノレソレの選択

的漁獲が行われるようになった1991年以降では、両者はほぼ無相関である。すなわち、沿岸水温

が高くてもマアナゴの水揚量が増加しなかったという結果が導き出され、ノレソレの選択的かっ

大量の漁獲が常磐海域のマアナゴ資源に対して悪影響を与えていることが危倶される。

また、ノレソレの体重は 1'"'-'2g程度であるが、仮に 1個体を 2gとして、水揚量を尾数ベー

スで換算すると、水揚量が20トンで、 1千万尾のノレソレを漁獲していることになる。ノレソレ

の時期から、漁獲加入する 1歳までの自然死亡を算出することはできないが、資源に与える影響

は無視できる範囲にはないと考えられる。

成魚の成熟、分布移動、分子生物学的知見からみた集団構造について

マアナゴ、の成熟した、すなわち透明卵を持つ個体は、今のところどこの海域でも確認されてい

ない。

本研究で認められたGSIの高い個体は、 2001年6月7日に漁獲された全長1.38mのもので、

GSIは8.91であった。他の海域で観察されているGSIが8以上のものは、南西諸島で9.2、新

潟県海域で9.4、島根県海域で8.2であり、日本沿岸各地で生殖腺の発達した個体が観察されつつ
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ある 4)。

高井 (1959) 5)によれば、日本列島の南西諸島近海の黒潮水域(北緯25度以北)の深海に産卵

場があり、ここでふ化した仔魚は黒潮により日本各地に運ばれ、変態完了後に沿岸各地に着底し

成長を続け、産卵親魚となったものは南西諸島に回遊し、産卵後に死ぬとされる。

常磐海域では、 GSIの値が 8を超え、第2次卵黄球期まで卵巣が発達したものが認められる。

また、福島県から千葉県の海域では全長 1mを超える大型の個体がよく漁獲されるが、沖合底び

き網漁船の漁労長からの聞き取りでは、 「大型のマアナゴは磯の中に潜んでおり、漁獲されにく

い。漁獲されるのは磯の近くを曳網した時であるJとのことである。

塚本 (2000) 6)は、福島、神奈川、三重の 3地域からほぼ同一時期に採集された葉形仔魚の日

齢解析とmtDNAの部分塩基配列を決定することにより、福島と神奈川のノレソレはふ化時期に

は差がないにもかかわらず、遺伝的に有意な差が認められるため、両者が異なる産卵場を持ち再

生産を繰り返す集団(地域集団)に属する可能性が示唆されるとしている。

小林(1989)7)は、仙台湾のマアナゴ、の分布・移動について調査し、仙台湾では、 11月""'1月の

冬眠から醒めたものは、 5月""'7月には水深50m以浅の仙台湾に生息しているが、 8月以降分布

を水深80m水域まで広げ、 10月には120m前後の深所に移動する。その後全長60cmを超える大型魚

で成熟しつつある個体は、さらに深所に移動するとともに産卵のため南下するが、未成熟の個体

は11月""'1月に冬眠するとしている。

しかし、本研究で得られた底びき網漁業のCPUE分布と水温変化の対応から得られたマアナ

ゴの季節的な南北移動から考えると、冬眠するのではなく、低水温を避けて、水温の高い南の海

域へ移動すると判断するのが妥当であり、ひとつの地域集団として捉えられる。すなわち、常磐

海域で卵巣がある程度発達した大型個体がよく漁獲されること、九福島と神奈川のマアナゴのノレ

ソレには遺伝的に有意な差が認められ両者が異なる産卵場を持ち再生産を繰り返す集団(地域集

団)に属する可能性が示唆されていること、常磐海域のマアナゴはひとつの地域集団として捉え

られることの 3点から考えると、常磐海域にも産卵場があり、再生産を繰り返す集団が存在する

ことを示唆する。

一方、塚本 (2000) 6)は、黒潮流域系(福島・徳島)、瀬戸内海域系(紀伊水道)、対馬暖流

域系(福井・対馬)の成魚の肝臓から得られたmtDNAの塩基配列をもとに地域内・地域間の遺

伝的変異性、及び海流域系聞の遺伝的分化程度を調べ、各海流域系間には統計的な有意な差はな

いものの若干の遺伝的分化が見られ、本種が海流系に対応した集団構造を持つ可能性が示唆され

るとしている。

竹森 (2003) 8)は、香川県海域で標識放流を実施した結果を報告しているが、 2000年2月7日

に放流した全長30cm(性別:♀)のものが、 2001年10月13日に福島県相馬市沖で全長47cmとなっ

て再捕されたことを報告している。これは、塚本 (2000)が述べている、各海流域系間には統計

的な有意な差はないものの若干の遺伝的分化が見られるとしていることに対して重要な資料と考

えられる。つまり、常磐海域はひとつの地域集団であるが、南方の別の地域集団と若干の遺伝的

交流があるためと推察される。

また、本研究では常磐海域で、は全長3叩Oc佃m以上で

これは佐伯 (20∞O∞0)9引)の報告と一致しおり札、両者の結果を併せて考えると常磐海域には雄はほとん

ど分布しないのは確実でで、ある。しかし、千野 (2000) 10)は東京湾での雌雄の成長差と性比を報

告しているが、全長45cm以上では雌が多く雌雄に成長の差があること、全長38""'45cmで、は雄の数

が多く、着底 1年目では雌雄の比はほぼ 1: 1と報告している。河野(2003)1 1)は愛媛県縫灘海

域での性比を報告しているが、東京湾と同様に性比は 1: 1である。

常磐海域が一つの地域集団で、あるのなら雄の存在が不可欠で、あるが、雄がほとんど確認できな
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い現時点で、は、今後のより充実した調査を期待するしかない。同時に産卵場が存在する指標とな

る透明卵を持つ個体が確認されることが望まれる。

要 約

1999年から2001年にかけて、常磐海域におけるマアナゴの成長、分布・移動、成熟等の生態調

査と水揚量の推移等の漁獲実態調査を行い、以下の知見を得た。

1.福島県におけるマアナゴ、の成魚の水揚量は、経年的に変化し多いときで 1千トン程度、少な

い時で400トン程度で推移するが、これは沿岸水温の高低という変化に対応したものと考えられ

る。

しかし、近年では、沿岸水温が高くても水揚量が減少傾向にあり、宮城県、福島県、茨城県

を合わせた常磐海域で共通した現象である。

2.福島県では、 1990年よりノレソレの選択的漁獲が開始され、近年では数トン程度の水揚量が

ある。福島、茨城の岡県を合わせたノレソレの水揚量は20トン程度を記録することもあり、マ

アナゴ資源に与える影響が危倶される。

3.福島県ではノレソレは 2"-'5月に見られ、 4月から変態を開始し、 5月中旬には変態を終了

し、着底するものと考えられた。着底の翌年には全長30"-'50cmとなり漁獲の対象となる。その

翌年には全長40"-'65cm、さらにその翌年には全長50"-'85cmとなる。

4.福島県を含む常磐海域では、全長 1mを超す大型{固体がよく漁獲される。この大型個体にお

いてはGSIの値は8を超え、第 2次卵黄球期に達するものも観察される。

5. 常磐海域では、水温の変化に対応した南北の季節的な回遊が認められる。

6. 4及び5から、常磐海域のマアナゴは一つの地域集団である可能性がある。
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